
　
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
米
」
と
し
て
市
が

認
証
す
る
制
度
を
開
始
し
た
こ
と
で
、
ト

キ
の
餌
と
な
る
ド
ジ
ョ
ウ
や
カ
エ
ル
な
ど

が
生
息
す
る
田
ん
ぼ
が
増
え
、
「
生
き
も

の
を
育
む
農
法
」
が
確
実
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
き
も
の
に
視
点
を
あ
て

た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
生
き
も
の
調
査
の
日
宣
言
」
を
行
い
、

年
２
回
地
域
全
体
で
生
き
も
の
調
査
を
実

施
。
ト
キ
の
再
生
が
小
さ
な
生
き
も
の
の

命
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
農

家
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
や
都
市
住

民
の
参
画
も
広
が
り
、
環
境
教
育
・
交
流

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
米
」
は
、
販
売
金

額
の
一
部
が
ト
キ
環
境
整
備
基
金
と
な

り
、
消
費
者
に
よ
る
環
境
保
全
へ
の
参
画

も
図
れ
ま
す
。
「
食
べ
る
消
費
者
が
支
え

る
生
物
多
様
性
保
全
型
農
業
」
と
し
て
、

経
済
か
ら
生
物
多
様
性
が
い
っ
そ
う
進
む

仕
組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
が
持
つ
生
物
多
様
性
保
全
の
役
割
を

日
本
全
国
に
発
信
し
、
日
本
の
新
し
い
農
業

と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
全
島
を
あ
げ
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ジ
ア
ス
認
定
に
向
け
た
取
組
　

○
平
成
22
年
９
月
、
国
際
連
合
大
学
か
ら
推

薦
の
意
向

○
申
請
書
を
作
成
し
、
同
年
の
12
月
に
事
務

局
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
へ
申
請
。

○
国
際
生
物
多
様
性
年
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
で
認
定
申
請
し
た
こ
と
を
発
表
。

○
ジ
ア
ス
申
請
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
平
成
23

年
１
月
）
、
意
見
交
換
会
（
平
成
23
年
５

月
）
を
開
催
。

○
６
月
９
日
〜
12
日
、
中
国
・
北
京
で
「
ジ

ア
ス
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
。
10
日

に
髙
野
市
長
が
佐
渡
の
環
境
保
全
型
農
業

に
つ
い
て
提
案
発
表
。

○
６
月
11
日
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ

Ｏ
）
評
価
チ
ー
ム
に
よ
る
最
終
審
査
の
結

果
、

　
ジ
ア
ス
と
は
「
世
界
農
業
遺
産
」
と
も
呼
ば
れ
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
・

本
部
ロ
ー
マ
）
が
「
世
界
的
に
衰
退
し
つ
つ
あ
る
伝
統
的
農
業
や
自
然
的
景
観
な
ど
を

後
世
に
受
け
継
い
で
い
く
」
こ
と
を
進
め
る
た
め
、
２
０
０
２
年
に
創
設
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
に
ペ
ル
ー
の
「
古
代
バ
レ
イ
シ
ョ
農
法
」
、
チ
リ
の
「
チ
ロ
エ
農
業
」
、
中

国
の
「
水
田
養
魚
」
な
ど
８
件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
渡
の
環
境
保
全
型
農
業
が

　
　
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
（
世
界
農
業
遺
産
）
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

ジ

ア

ス

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
（
世
界
農
業
遺
産
）※
以
下
、
ジ
ア
ス 

と
は

ＧＩＡＨＳ
ジアス
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ＧＩＡＨＳ
ジアス
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